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富⼠通の新⼈事制度に期待 ⽇本で専⾨職⼈材はどこまで正当に評価されるか 
 
常に⼈事改⾰の先頭を⾛ってきた富⼠通が、いよいよ「専⾨職⼈材を厚遇」するための新制
度を発⾜させる。 
 
⽇本の旧来からの⼈事システムにおいては、ライン職（課⻑〜部⻑）の下に専⾨職が配され
る形となっているので、いくら頑張ったとしても⽇の当たる場所に⾏けるチャンスは⼩さ
かった。 
 
チャンスが⼩さい理由の⼀つが、ライン職と専⾨職の仕事の質が本質的に違うところにあ
る。ライン職は経営管理に関する部分を担うが、専⾨職は各専⾨の⼒を駆使して、会社に、
そして世界に貢献する。この壮⼤なる専⾨職の仕事内容を、はたしてライン職が理解し評価
できるか、というのが私の昔からの疑問であった。 
 
今回の富⼠通の新⼈事制度が⾛り出したとしても、この私の疑問（⼀抹の不安）はやはり残
るので、富⼠通が専⾨職の真の評価をどのようにしていくのか、興味深いところでもあり、
⾒守っても⾏きたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



富⼠通新⼈事制度における成果主義と能⼒主義 
http://www2.lib.yamagata-u.ac.jp/kiyou/kiyous/kiyous-37-2/image/kiyous-37-2-
127to141.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


